
No. NP 82-02

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

溜まった
水分

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

EQJ

対策

前

対策

後 水分無し

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

溜まった
水分

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

EQJ

対策

前

対策

後 水分無し

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

短ストロークのシリンダ
小型アクチュエータなど

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

溜まった
水分

スピードコントローラ
ダイヤル付タイプ

EQJ

対策

前

対策

後 水分無し
水分を
大気に開放

結露対策　>>断熱膨張断熱膨張によりにより発生発生したした水分水分をを大気大気にに開放開放

アクチュエータの長寿命化に貢献
水抜きすることでアクチュエータ内部のグリス飛散に
よるピストンパッキンの劣化を防ぎ長寿命化に貢献。

急速排気弁ソケットタイプ EQJ

レバーチャック常時閉タイプレバーチャック常時閉タイプ
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対策

前 対策
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EQJを取付け、結露対策
①ソケット形状なので、スピードコントローラとチューブの
間に簡単取付可能。
②アクチュエータの中に溜まった水分をEQJが排気エアと
一緒に大気へ開放。
③アクチュエータの内部構造が保たれ、長寿命化が可能
に。

水分が流入

単動シリンダ（レバーチャック）にも
結露対策が大変有効。

断熱膨張による結露発生のしくみ
①排気により内部の空気の体積が大きくなる（断熱膨張）こ
とで温度が下がる。
②温度が下がると空気中の水蒸気が水滴に。
③短ストロークシリンダの場合、配管の長さによっては湿っ
たエアを外に出しきることができない。
④溜まった水分がアクチュエータの中に入りトラブルの原因
に。
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▍流量特性

使用流体 空気
使用圧力範囲 0.1 ~ 0.7MPa
使用温度範囲 5 ~ 60ºC（凍結なきこと）
最低作動圧力 0.05MPa

チューブ

ガイドリング
（黄銅、無電解ニッケルメッキ）

表示記号

チューブエンド

樹脂本体（PBT）ロック爪（ステンレス）

開放リング
（POM）

弾性体スリーブ（NBR）

入力ポート（IN）➡ ➡出力ポート（OUT）
　（アクチュエータ側）

排気ポート（EXH）

弁体（HNBR）

EQJ

単位：mm

注文形式 チューブ外径
øD1

適用継手径
øD2 B L1 L2 øP チューブエンド

C
対辺

H K 開放リング 質量
（g）

価格
（￥）X Y

EQJ-3 3 3 41 19 11.5 9 11 10 4.1 9.8 7.8 2.4 1,133
EQJ-4 4 4 41 19 18.2 9 11 10 4.7 9.8 7.8 2.3 1,133
EQJ-6 6 6 47.3 22 21 11 11.6 12 4.1 11.8 9.8 3.9 1,199
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ソケットタイプ　大気開放型
RoHS2対応RoHS2対応

◦このカタログの仕様は連絡なく変更することがあります。	 22.03.6,000RS

急速排気弁ソケットタイプ　▶アクチュエータ内部の結露対策に最適

ソケット形状で後付簡単

スピードコントローラ直後で排気するため、高速駆動

継手部に差込むだけなので、現在ご使用中の設備にも簡単に設置可能。

短ストロークのシリンダ、小型アクチュエータの速度制御が容易。

>>>https://www.pisco.co.jp/
ご不明な点は、最寄りの営業所までお問い合わせください。
最寄りの営業所は以下URLからご確認ください。
https://www.pisco.co.jp/office/




